
富
山
県
が
当
番
で
、
去
る
昭
和
六
十
二
年
七
月
十
二
日
（
日
）
午
前
十
時
か

そ
う
が
わ

ら
、
富
山
市
総
曲
輪
四
’
一
八
、
富
山
県
民
会
館
七
○
四
号
室
で
、
第
九
回

北
陸
医
史
学
同
好
会
総
会
並
び
に
研
究
発
表
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

一
般
の
演
題
は
十
題
で
、
演
者
は
延
十
四
名
で
し
た
。
特
別
講
演
と
し

て
、
富
山
医
科
薬
科
大
学
参
与
中
井
精
一
氏
の
「
献
体
運
動
あ
れ
こ
れ
」
と

題
さ
れ
た
講
演
が
あ
り
、
日
本
医
史
学
会
関
西
支
部
長
の
長
門
谷
洋
治
先
生

が
「
本
邦
女
医
第
二
号
生
沢
く
の
に
つ
い
て
」
と
題
し
ご
講
演
く
だ
さ
い
ま

し
た
。ま

た
当
日
の
第
九
回
総
会
で
は
、
前
年
度
の
事
業
報
告
や
会
計
報
告
な
ど

を
行
い
、
来
年
度
は
福
井
県
が
当
番
で
総
会
や
研
究
発
表
会
の
準
備
を
す
る

日
本
医
史
学
会
関
西
支
部
の
前
身
、
杏
林
温
故
会
が
億
川
摂
三
・
中
野
操
．

大
矢
全
節
の
三
氏
の
首
唱
に
よ
っ
て
発
足
し
た
の
は
昭
和
十
三
年
一
月
の
こ

と
で
あ
る
。
従
っ
て
本
昭
和
六
十
三
年
は
、
当
支
部
の
五
十
周
年
に
あ
た

る
。
戦
前
、
戦
後
を
通
じ
て
終
始
会
の
運
営
に
あ
た
っ
て
こ
ら
れ
、
関
西
支

部
長
の
位
置
に
あ
っ
た
中
野
操
先
生
は
昭
和
六
十
一
年
三
月
二
十
一
日
、
八

十
八
歳
で
逝
去
さ
れ
た
。
当
支
部
と
し
て
は
当
分
支
部
長
の
席
は
空
席
の
ま

ま
に
し
て
お
き
、
先
生
の
晩
年
に
設
け
ら
れ
た
事
務
局
に
よ
り
、
対
処
し
て

行
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

当
支
部
は
む
ろ
ん
関
西
地
方
の
会
員
を
主
に
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
日
本

医
史
学
会
の
関
西
在
住
の
会
員
す
べ
て
が
網
羅
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な

く
、
逆
に
関
西
以
外
か
ら
入
会
さ
れ
て
い
る
会
員
も
多
い
。
こ
れ
は
本
会
成

立
の
歴
史
的
経
過
、
中
野
先
生
の
お
人
柄
に
よ
る
と
こ
ろ
も
少
な
く
な
い
。

ま
た
春
秋
の
大
会
は
京
都
医
学
史
研
究
会
・
医
学
史
研
究
会
（
大
阪
）
と
共

催
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
多
く
、
こ
れ
ら
の
会
と
の
交
流
は
密
で
あ
る
。

ま
た
医
学
切
手
友
の
会
関
西
支
部
に
も
当
支
部
の
会
員
が
多
数
お
ら
れ
、
関

西
に
お
け
る
医
史
学
は
中
野
先
生
の
拓
か
れ
た
土
壌
の
上
を
確
固
た
る
足
ど

り
で
歩
み
続
け
て
い
る
。

本
年
の
春
季
大
会
は
中
山
沃
会
長
の
も
と
、
津
山
洋
学
資
料
館
の
協
力
を

得
て
岡
山
県
津
山
市
で
開
催
さ
れ
る
。
当
支
部
会
員
外
の
か
た
の
ご
参
加
も

歓
迎
す
る
。

（
連
絡
場
所
）
〒
冤
一
堺
市
新
金
岡
町
三
’
一
’
一
二
’
三
○
八
長
門
谷

日
本
医
史
学
会
関
西
支
部
近
況
報
告
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洋
治
気
付
日
本
医
史
学
会
関
西
支
部

（
入
会
方
法
）
会
費
一
年
三
千
円
。
振
替
番
号
大
阪
一
’
二
七
六
四
五

日
本
医
史
学
会
関
西
支
部
事
務
局

（
機
関
誌
）
『
医
讓
』
（
当
分
年
一
冊
の
予
定
、
現
在
復
刊
五
十
五
号
ま
で
刊

行
）（

機
関
紙
）
『
関
西
支
部
だ
よ
り
』
（
不
定
期
、
年
二
’
三
回
、
現
在
八
号
ま

で
刊
行
）

（
大
会
）
春
秋
二
回
を
原
則
と
す
る
。
主
と
し
て
一
般
演
題
の
発
表
。
昭
和

六
十
三
年
は
七
月
九
日
（
土
）
・
十
日
（
日
）
、
津
山
市
に
て
。
十
一
月
十
二

日
（
土
）
・
十
三
日
（
日
）
、
大
阪
市
に
て
（
医
学
史
研
究
会
と
共
催
）
・
例

会
・
見
学
会
な
ど
は
最
近
は
実
施
し
て
い
な
い
。

（
長
門
谷
洋
治
）
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本
会
は
昭
和
五
十
四
年
五
月
県
医
師
会
の
一
分
科
会
と
し
て
発
足
し
、
同

年
五
月
第
一
回
総
会
で
会
則
等
を
定
め
、
会
長
に
中
川
長
一
氏
を
推
挙
し

た
。

現
会
長
土
屋
重
朗
、
副
会
長
舟
木
茂
夫
、
会
員
は
四
十
五
名
。
運
営
は
会

員
会
費
と
県
医
師
会
助
成
金
（
年
九
万
円
）
で
賄
っ
て
い
る
。

事
務
所
（
連
絡
場
所
）
は
静
岡
県
医
師
会
事
務
局
（
静
岡
市
鷹
匠
三
丁
目

六
’
三
・
電
話
○
五
四
二
’
六
四
’
六
一
五
一
）
分
科
会
係
内
に
あ
る
。

本
会
は
県
医
師
会
の
分
科
会
で
あ
る
の
で
県
医
会
員
な
ら
誰
で
も
入
会
で

き
る
が
、
医
師
会
員
で
な
く
て
も
県
医
史
に
興
味
を
持
ち
、
年
会
費
を
納
め

た
者
な
ら
誰
で
も
会
員
に
な
れ
る
。
会
費
は
年
会
費
二
千
円
、
入
会
金
不

要
、
入
会
希
望
者
は
年
会
費
を
添
え
て
住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
職
業

（
具
体
的
に
）
を
書
き
医
史
学
懇
話
会
入
会
希
望
と
記
入
し
て
前
記
事
務
所

へ
現
金
書
留
郵
便
ま
た
は
郵
便
振
替
（
名
古
屋
六
’
八
五
四
一
三
、
静
岡
県

医
史
学
懇
話
会
）
で
申
し
込
ま
れ
た
い
。

機
関
誌
は
「
会
誌
」
を
昭
和
六
十
年
十
二
月
に
創
刊
号
を
、
以
後
毎
年
十

二
月
に
一
回
宛
発
行
し
て
い
る
。
こ
れ
に
は
総
会
記
事
・
論
文
・
探
訪
会
報

告
・
そ
の
他
会
の
動
き
等
を
掲
載
し
て
い
る
。
今
の
処
経
費
の
関
係
で
さ
さ

や
か
な
小
冊
子
で
あ
る
。

総
会
は
毎
年
六
月
に
研
究
発
表
会
を
兼
ね
て
開
催
、
十
月
に
は
毎
年
県
内

一
研
究
会
一
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ｌ
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Ｉ
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Ｉ
Ｊ
１
Ｊ
、
ｆ
１
Ｊ
Ｉ
１
く
ｊ
Ｉ
Ｊ
ｌ

静
岡
県
医
史
学
懇
話
会

～
Ｉ
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